
表１０その他の調査

調査次数 地｜麗
概要

293-1法華寺１１１境内地

293-2欝西而濡地・四一坊
大路東側溝

293-5常北辺

293-9寓内、瑞犬盤門東方

293-11宮北而大域

|梢北4ｍ、ル〔ifIi7m、２８㎡の災方形の網代区を股定。近代の溝、上坑を確認。近世以降の陶磁器が出土。

南北4ｍ、躯iIi35m、ｌ‘1㎡の洲在区を設定。Ixi--･坊大路束側榊の東半（約１ｍ幅分）と瑞地を検出。東側瀧
から丸瓦５点0.4kg、平瓦10点０５kgが出土。

南北6ｍ、東西4ｍ、２４㎡の災方形の洲企区を股定。眺土直下１０～20cmで全１，地山。世椛無。

東西３ｍ、Ｉ付北７ｍ、２１㎡、小穴ｌ蝶、士坑ｌ鳩上器・凡少放。

南北3ｍ、東Wi6m、18㎡の良ﾉ』形の調企区を縦走。東半に奈良時代の瓦を含む糖地I猫、IHi半に近代までの
池の謹岸を検出。奈良時代の瓦片、近11ｔ以降の陶磁器が出土。

＠大極殿のいしずえ？－寄贈礎石の紹介一

本資料は、平成１１年春、奈良市

高畑在住の石崎直司氏から本研究

所へIこ寄贈されたものである。氏

の開業する医院の建て替えにとも

ない、灯篭の台座として使用して

いた礎石の寄贈を、別の礎石盗料

２点とあわせて申し出られたので

あった。資料は平城宮跡資料館の

南側敷地内に設置している。

この礎石は、平城宮跡保存に功

績のある棚、嘉一|一郎が佐紀村から

調達し、石崎直司氏の曽祖父の石

崎勝蔵氏に賄ったと語り伝えられ、

当時の記録も残る。氏は宮跡の顕

彰に尽力し、正倉院文普の関係で

も知られる。この経緯から、平城

宮で使用された可能性が高いと判

断され、ここで紹介する。

礎石は、全体の平面形が三角形

に近く、２側面に自然而を残す。

転用時に打ち欠いた部分があるが、
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おおよその原形は窺える。法還は

長さが地覆方向に２００ｃｍ、幅は

136cm、厚みは現存部雄大で78cm。

石材は花樹斑岩とみられる。

上而に円形の径105ｃｍの柱座が作

り出され、礎石長軸方向に地覆座

が延びる。柱座上面には地覆座か

ら続くわずかな段が円弧を描き、

内側が柱を受ける部分であったこ

とを示す。推定柱径は約87ｃｍ・地

覆座は左右で幅が違い、狭い方は

約49ｃｍ，対し反対は81ｃｍと広いの

で、本礎石の片側に門などの施設

が想定できる。柱座中央部分に径

約32ｃｍの出ほぞがあったことが、

表面に残る円形の敵打痕から知ら

れ、この形状は同時に寄贈いただ

いた礎石資料のうち、大きく改変

されているが何巧の礎石を参考に

できる。

以上が概要であるが、礎石自身
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の大きさと柱の径から、巨大な建

築物を想定せざるをえない。宮内

でそれに見合う礎石建物の数は限

られ、先の由来から大極殿が有力

候補の一つとなる。ちなみに、第

一次大極殿が移築されたといわれ

る山城国分寺金堂の礎石と比べる

と、石材は異なるが柱座の径は一

致し、上面の加工や柱の当たりの

径などは堵の礎石と一致する。従

って、本資料が大極殿、とくに第

二次大極殿の礎石であった可能性

を考える必要がある。十分な資料

集成の上に‘慎重な検討が必要では

あるが、この想定が裏付けられれ

ば大極殿建物の基壇高や建築様式

の推定に不可欠な資料･になる。

堆後に、本資料の石崎氏からの

寄贈にあたって藤森友和氏、猪熊

兼勝氏のご助力があったことを明

記しておく。（高橋克喜）
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